
教
観
の
特
徴

第

上
人
の
光
明
主
義
伝
道
は
、
聖
者
御
遷
化
(
大
正
九
年
十
二
月
)
直
後
よ
り
活
発
に
行
な
わ
れ



桐
生
光
明
会
別
時
念
仏
三
昧
会

(
昭
和
八
年
三
月
、
桐
生
浄
雲

寺
。
粟
回
参
治
朗
氏
蔵
)

て
い
る
が
、
昭
和
時
代
に
は
い
っ
て
、
特
に
熱
を
加
え
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、

講
話
の
筆
録
な
ど
も
そ
の
頃
の
も
の
が
多
い
。
筆
録
類
を
通
読
し
て
先
ず
感
ず
る
こ
と
は
、

上
人
の
み
教
え
に
は
、
時
局
に
便
乗
あ
る
い
は
迎
合
さ
れ
た
も
の
は
全
く
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
上
人
の
教
説
の
、

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
時
代
は
、
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
、
後
日
の
日
本
の
、
悲

劇
の
序
曲
が
奏
で
ら
れ
た
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
正
十
二
年
(
一
一
日
)
関
東
大

震
災
、
同
十
四
年
治
安
維
持
法
公
布
・
軍
事
教
育
を
中
学
校
等
に
実
施
、
昭
和
二
年
(
一
一
団
)
金

融
恐
慌
・
山
東
出
兵
、
同
三
年
第
二
次
山
東
出
兵
・
済
南
事
件
・
張
作
寮
爆
死
事
件
、
同
五

年
浜
口
首
相
狙
撃
事
件
、
同
六
年
満
州
事
変
、
同
七
年
上
海
事
変
・
五
・
一
五
事
件
、
同
八
年

2 

国
際
連
盟
脱
退
・
京
大
滝
川
事
件
、
同
九
年
満
州
国
樹
立
、
同
十
年
天
皇
機
関
説
問
題
、
同

十
一
年
二
・
二
六
事
件
・
日
独
防
共
協
定
:
:
:
と
日
本
史
年
表
の
中
か
ら
主
な
項
目
を
拾
い
出

し
て
書
き
連
ね
る
だ
け
で
、
私
た
ち
は
暗
い
時
代
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
同

十
二
年
(
-
一
一
叫
)
七
月
七
日
、
つ
い
に
日
華
事
変
が
始
ま
り
、
上
人
は
、
同
月
二
十
六
日
、
御
遷

化
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
暗
雲
低
迷
の
時
期
に
お
い
て
、
最
後
ま
で
自
己
の
主
義
・
主
張
・
信
念
を
曲
げ
な
か

っ
た
人
々
も
、
勿
論
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
世
の
大
方
の
学
者
・
思
想
家
・
宗
教
家
は
、

い
わ
ゆ
る
国
策
に
便
乗
、
ま
た
は
迎
合
し
た
。
特
に
宗
教
家
の
中
に
は
、
無
批
判
に
時
局
に



値
王
法
林
寺
別
臨
時
念
仏
三
昧
会

(
昭
和
十
年
十
一
月
、
京
都
)

お
も
ね
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
あ
っ
て
、
上
人
は
、
弁
栄
聖
者
か

ら
継
承
せ
ら
れ
た
光
明
主
義
の
真
髄
を
説
い
て
や
ま
れ
な
か
っ
た
。
上
人
の
主
張
は
、
常
に

変
ら
ず
、
実
に
永
遠
の
真
理
を
説
示
せ
ら
れ
た
、

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
時
流
に
お
も
ね
る
こ
と
の
な
か
っ
た
上
人
を
物
語
る
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

昭
和
十
年
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
軍
国
調
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
宗
教
界
に
も
圧

迫
が
加
え
ら
れ
、
わ
が
国
の
宗
教
を
、
神
道
一
本
に
統
一
し
よ
う
と
い
う
運
動
が
す
す
め
ら

れ
て
い
た
頃
、
当
時
、
大
蔵
省
銀
行
局
長
で
、
将
来
、
蔵
相
を
約
束
さ
れ
て
い
た
と
い
う
大

久
保
偵
次
氏
が
、
戒
浄
土
人
に
お
会
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
橋
本
徳
三
郎
氏
と
徳
岡
氏

3 

が
御
自
坊
に
案
内
さ
れ
た
。
大
久
保
氏
自
く
「
私
は
大
蔵
省
に
奉
職
し
て
い
る
も
の
で
す

が
、
大
蔵
省
は
日
本
の
国
の
財
政
を
司
る
と
こ
ろ
で
す
。
官
吏
は
陛
下
に
お
仕
え
す
る
立
場

あ
ら
ひ
と
が
み

で
す
が
、
陛
下
を
や
は
り
現
人
神
と
し
て
何
ぐ
立
場
に
あ
り
ま
す
。
陛
下
以
外
の
神
様
、
仏

様
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
、
質
問
の
よ
う
な
形
で
問
い

つ
め
た
。
も
っ
と
も
大
久
保
氏
は
、
信
何
の
大
切
な
こ
と
を
感
じ
て
い
た
人
で
、
立
派
な
方

が
お
ら
れ
た
ら
ぜ
ひ
お
会
い
し
て
教
え
を
受
け
た
い
、

と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
た
と
い
う

か
ら
、
別
に
上
人
を
や
り
こ
め
る
と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
。
上
人
は
「
今

の
陛
下
が
お
手
本
と
さ
れ
て
い
る
お
方
は
明
治
陛
下
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
う
か
が
い
ま
し



(
お
)
橋
本
徳
岡
氏
稿
「
笹
本
上
人

と
橋
本
徳
三
郎
」
一
0
・
光
明
五

一
三
号
参
照
。

九
州
支
鶴
結
成
記
念
別
時
念
仏
三

昧
会
(
昭
和
十
一
年
一
月
、
鳥
栖

光
明
会
館
)

た
」
大
久
保
氏
は
「
そ
の
よ
う
に
私
も
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
」
上
人
「
そ
の
明
治
天
皇
様

が
御
製
に
か
朝
な
夕
な
ミ
オ
ヤ
の
神
に
祈
る
な
り
わ
が
国
民
を
護
り
た
ま
え
と
。
と
お
う
た

い
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
ミ
オ
ヤ
を
私
共
は
信
じ
お
慕
い
申
し
て
い
る
の
で
ご
ざ

い
ま
ず
か
ら
、

ど
う
ぞ
御
安
心
を
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、

そ
の
ミ
オ
ヤ
の
神
こ
そ
大
ミ
オ
ヤ

で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
た
。
大
久
保
氏
は
、
返
す
言
葉
も
な
く
、

{
お
)

と
い
寄
っ
。

お
話
に
聞
き
入
り
、
笑
顔

で
感
謝
の
う
な
づ
き
を
し
て
い
た
、

敏
鋭
の
特
徴

第

4 

次
に
上
人
は
、

そ
の
み
教
え
に
お
い
て
時
代
の
苦
悩
を
克
服
せ
ら
れ
た
、

と
い
う
こ
と
が

言
え
る
。
こ
こ
に
時
代
の
苦
悩
を
克
服
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
現
代
と
い
う
信
何
上
の
障
害

の
沢
山
あ
る
時
代
の
悩
み
を
克
服
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

一
言
に
し
て
い
え
ば
、

信
仰
の
困
難
性
を
解
決
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

上
人
は
、
「
現
代
は
信
何
上
、
実
に
困
難
な
時
代
で
あ
り
ま
す
。
内
か
ら
も
、
外
か
ら
も
、

信
何
を
破
岨
摂
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
」
と
い
っ
て
、
「
信
何
を
破
捜
す
る
外
か
ら
の
力

(
唯
物
論
・
精
神
病
学
)
の
ご
と
き
は
、
廷
で
つ
く
っ
た
槍
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
内
か
ら

信
何
を
破
壊
す
る
力
(
現
代
自
然
科
学
の
立
場
を
依
り
所
と
し
た
大
乗
非
仏
説
等
を
含
め
た
仏
教
の
歴



弁
栄
聖
者
+
七
回
忌
栂
恩
別
時
会

(
昭
和
十
一
年
八
月
、
諏
訪
唐
沢

山
阿
弥
陀
寺
)

(
お
)
能
見
事
対
作
氏
稿
か
人
中
の
獅

子
・
戒
浄
上
人
1

「
心
の
車
中
」
所

収
参
照
。

(
幻
)
「
笹
本
戒
浄
上
人
し
の
ぴ
ぐ

さ
」
三
一
一
貝
。

史
的
研
究
)
は
、
鋼
鉄
の
よ
う
に
鋭
く
手
強
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
上
人
は
、
宗
教
家
以
外
の
外
部
か
ら
信
何
を
破
捜
し
神
を
否
定
す
る
唯
物
論
、お
よ

ぴ
三
昧
中
に
姿
在
す
神
に
遇
う
と
い
う
体
験
は
、
精
神
病
的
な
現
象
な
り
と
す
る
意
見
を
嘗

え
て
、
悲
で
つ
く
っ
た
槍
の
よ
う
に
脆
く
て
弱
い
と
い
い
、
内
か
ら
信
何
を
破
嬢
す
る
力
、

す
な
わ
ち
、
大
乗
非
仏
説
、
経
典
は
後
世
つ
く
ら
れ
た
文
学
的
創
作
な
り
と
す
る
非
仏
説
論

を
含
め
て
、
報
身
の
妙
色
相
好
身
は
真
実
在
の
仏
で
釈
尊
の
真
実
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

証
拠
立
て
る
べ
き
も
の
が
な
い
と
い
う
仏
教
の
歴
史
的
研
究
は
、
手
強
く
て
、
鋼
鉄
の
槍
の

よ
う
に
鋭
く
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
の
は
な
か
な
か
容
易
で
な
い
、

(
お
)

あ
る
。

と
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
で

5 

そ
し
て
、
信
何
を
破
壊
す
る
こ
れ
ら
の
力
に
、

ど
の
よ
う
に
対
抗
す
る
か
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

宗
教
は
阿
片
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
医
学
的
唯
物
論
に
対
し
て
は
、
「
真
実
の
自
己
」

を
以
て
説
破
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
し
、
そ
の
宗
教
に
よ
っ
て
営
ま
る
る
宗
教
生
活
は
、

陶
酔
で
あ
る
、
と
い
う
精
神
病
学
上
か
ら
の
論
難
に
対
し
て
は
、
「
無
辺
光
」
の
教
理
と
、

四
大
智
慧
豊
か
に
お
具
え
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
弁
栄
上
人
様
の
御
事
実
に

よ
っ
て
論
破
出
来
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

上
人
が
唯
物
論
説
破
の
論
拠
と
せ
ら
れ
た
「
真
実
の
自
己
」
の
教
説
は
、
全
集
中
巻
に
収



(
お)
B
6
版
二
O
六
貰
・
光
明
主

義
文
化
研
究
所
刊
。
「
真
実
の
自

己
」
が
出
版
さ
れ
る
に
至
る
ま
で

の
経
過
な
ど
、
詳
細
は
全
集
中
巻

末
尾
の
附
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

め
ら
れ
て
い
る
が
、
最
初
出
版
さ
れ
た
の
は
、
上
人
の
滅
後
、
六
年
を
経
た
昭
和
十
八
年
十

二
月
の
こ
と
で
、
能
見
寿
作
氏
が
十
数
年
に
わ
た
る
苦
心
の
末
、
よ
う
や
く
上
梓
さ
れ
る
に

(
お
)

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
講
話
の
筆
録
で
あ
る
げ
れ
ど
も
、
上
人
の
口
調
ま
で
も
残

し
て
巧
み
に
筆
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
上
人
の
講
話
を
拝
聴
し
た
こ
と
の
あ
る
者
に
は
、
特

に
な
っ
か
し
い
一
篇
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
仏
法
の
大
海
に
は
信
を
以
て
能
入
と
為
す
、

永
遠
の
生
命
、
真
実
の
自
己
、
心
の
実
相
、
阿
頼
耶
識
、
心
の
本
質
に
就
い
て
、
宇
宙
大
の

自
己
、

の
七
章
か
ら
成
る
。
上
人
が
多
年
研
績
を
積
ま
れ
た
結
果
完
成
し
た
、
永
遠
の
生
命

に
関
す
る
教
説
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
真
に
上
人
独
特
の
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
教
説
に
対
し
て
は
、
弁
栄
聖
者
も
寸
笹
本
の
覚
明
は
、
平
等
性
智
を
説
い
た

い
ん
か

も
の
だ
」
と
、
印
可
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
上
人
は
、
そ
の
こ
と
を
誇
り
と
し
、
か

6 

つ
自
信
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
浄
光
師
稿
「
父
の
思
い
出
」
(
四
)

中
に
み
え
る
次
の
一
節
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
上
人
は
、
あ
る
と
き

能見舞作氏

浄
光
師
に
対
し
て
「
お
父
さ
ん
は
決
し
て
一
生
、
自
惚
や
自
慢
は
言
わ
な
い
つ
も
り
だ
が
、

わ
か
り

唯
一
遍
だ
け
言
わ
し
て
お
く
れ
。
そ
れ
は
お
父
さ
ん
の
覚
明
に
つ
い
て
弁
栄
上
人
か
ら
、
よ

く
や
っ
た
と
お
讃
め
の
言
葉
を
頂
い
た
事
だ
よ
」
と
言
っ
て
、
に
っ
こ
り
、

ほ
ほ
え
ま
れ
た
、

と
い
う
。

上
人
は
、
各
地
で
聞
か
れ
た
五
日
乃
至
七
日
間
の
別
時
念
仏
会
の
講
師
を
つ
と
め
ら
れ
た



上
人
の
朱
筆
入
『
真
実
の
自
己
」

筆
記
録
(
伊
藤
清
氏
筆
記
)

(
ぬ
)
全
集
下
巻
六
八
五
頁
。

が
、
多
く
の
場
合
、
夜
間
の
連
続
講
話
と
し
て
「
真
実
の
自
己
」
を
講
述
せ
ら
れ
た
。
講
話

の
仕
方
は
、

一
方
的
に
壇
上
か
ら
講
演
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
時
に
聴
衆
の
誰
彼
に

向
っ
て
質
問
を
試
み
た
り
、
あ
る
い
は
聴
衆
全
員
に
、
お
湯
の
は
い
っ
た
茶
碗
を
持
た
せ
て
、

実
証
的
に
話
を
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

上
人
は
、
学
生
た
ち
が
筆
記
に
忙
し
く
て
、

そ
の
場
で
上
人
の
話
を
味
わ
い
、
事
実
と
首

つ
ぴ
き
で
議
伽
論
に
い
わ
ゆ
る
思
惟
し
よ
う
と
し
な
い
態
度
を
い
ま
し
め
て
、
寸
真
実
の
自
己

は
書
い
た
か
ら
と
て
、
わ
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
、
筆
記
を
控
え
る
よ
う
に
言

わ
れ
た
。

寸
真
実
の
自
己
」
は
、
上
人
御
在
世
中
す
で
に
出
版
の
計
画
が
あ
っ
た
横
様
で
あ
る
が
、
な

7 

か
な
か
そ
の
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。
な
お
上
人
は
、
恒
村
京
八
氏
宛
昭
和
八

年
十
一
月
十
九
日
付
書
簡
中
に
、
寸
真
実
の
自
己
」
の
刊
行
は
し
ば
ら
く
延
引
し
て
も
ら
い
た

い
旨
、
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

:
:
・
従
来
の
話
に
て
ハ
「
無
我
」
に
関
す
る
事
、
不
足
に
御
座
候

釈
尊
の
無
我
に
関
す
る
御
説
法
が
云
何
な
る
事
実
を
御
指
摘
被
為
遊
候
乎
を
充
分
に
複

説
し
た
る
後
に
非
ず
ぱ
「
真
実
の
自
己
L
:
:
:

そ
れ
が
『
大
浬
繋
経
』
に
い
は
ゆ
る
仏

性
真
我
な
る
事
勿
論
な
れ
ど
:
:
:
と
は
「
無
我
」
の
御
説
法
に
背
反
せ
ざ
る
乎
の
俗
説

を
招
く
べ
き
事
、
余
り
に
明
了
に
御
座
候



(
ω
)全
集
下
巻
四
三
O
|
四
三
七

頁
所
収
(
本
章
口
絵
写
真
参
照
)
。

東
海
光
明
会
別
時
念
仏
三
昧
会

(
昭
和
十
二
年
三
月
、
愛
知
三
光

院
)

と
あ
る
。

ま
た
、
上
人
に
は
、
「
真
実
の
自
己
」
は
、
弁
栄
上
人
様
か
ら
話
を
す
る
よ
う
に
と
、
l, l 

わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
だ
け
は
自
分
で
書
い
て
お
き
た
い
、

と
い
う
お
考
え
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
活
字
に
な
っ
て
い
る
「
真
実
の
自
己
」
の
内
容
は
、
上
人
と
し
て

は
、
必
ず
し
も
満
足
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、

こ
の
一
巻
が
適
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
、

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
寸
真
実
の
自
己
」
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、
御
多
忙
で
、
か
っ
高
血
圧
の
た
め
健
康
を

害
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
き
始
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
、

慶
運
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
上
人
直
筆
の
「
真
実
の
自
己
」
ノ

l

ト
(
未
完
)
が
そ
れ
で
あ
る
。

8 

表
紙
に
、

真
実
の
自
己

大
般
浬
繋
経
ニ
日
ク

仏
性
ハ
真
我

昭
和
十
二
年
一
月
十
四
日
起
稿

と
あ
り
、
書
き
始
め
ら
れ
た
の
は
、
御
遷
化
の
半
年
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ

を
途
中
で
や
め
ら
れ
た
の
は
、
健
康
状
態
の
悪
化
に
よ
る
。

さ
て
、
前
に
述
べ
た
東
北
大
学
の
千
葉
胤
成
博
士
の
よ
う
に
(
鱒
胴
章
一
)
、
「
真
実
の
自
己
」
の

教
説
に
対
し
て
、
深
い
関
心
を
示
し
た
学
者
は
二
、
三
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
京
都
大
学
の
佐

藤
幸
治
博
士
な
ど
も
、

そ
の
一
人
で
あ
る
。
博
士
は
、
心
理
学
の
立
場
か
ら
禅
を
研
究
さ
れ



笹本戒浄上人伝

(
“
)
著
書
に
「
人
格
心
理
学
」
・

「
心
理
禅
」
・
「
禅
の
す
す
め
」
な
ど

が
あ
る
。

(
必
)
中
外
日
報
昭
和
三
十
七
年
一

月
一
日
及
ぴ
六
日
付
所
載
「
禅
を

科
学
す
る
」
参
照
。

第一部

(
M
M
)
安
田
博
幸
博
士
の
和
訳
さ
れ

た
も
の
が
、
光
明
三
二
六
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

(
“
)
「
真
実
の
自
己
」
の
一
節
が
英

訳
さ
れ
て
、
世
界
の
学
界
に
紹
介

さ
れ
る
に
至
っ
た
経
過
に
つ
い
て

は
、
河
波
昌
・
佐
藤
幸
治
両
先
生

の
杉
田
善
孝
師
宛
書
簡
(
光
明
三

二
六
号
)
、
笹
本
至
心
先
生
稿
1

心

理
学
者
佐
藤
幸
治
博
士
の
英
文

。
真
我
の
覚
醒
e

に
就
い
て
」
(
光

明
五
九
三
号
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
必
)
光
明
三
八
一
二
ニ
八
二
・
三

八
三
号
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。

た
の
で
あ
る
が
、
上
人
の
、
い
わ
ゆ
る
、
真
実
の
自
己
の
説
明
は
、
久
松
真
一
博
士
な
ど
の

つ
か
み
や
す
い
、
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、

説
明
に
比
し
て
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
、

博
士
は
、
京
大
心
理
学
研
究
室
発
行
の
専
門
誌
「
プ
シ
コ
ロ
ギ
ア
」
第
四
巻
第
三
号
(
一
九
六

一
年
九
月
発
行
)
に
「
真
実
の
自
己
」
の
一
節
(
真
我
の
覚
醒
、
同
書
六
五
|
七
二
頁
)
を
英
訳
し
て

掲
載
し
て
お
ら
れ
る
。
本
文
の
前
に
付
せ
ら
れ
た
英
文
の
紹
介
文
の
中
で
、
佐
藤
博
士
は
、

:
:
:
こ
れ
ま
で
の
禅
哲
学
の
大
家
の
抽
象
的
論
述
に
失
望
を
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
西
洋
の
人
達
に
も
、
お
上
人
の
説
明
は
、
か
え
っ
て
よ
く
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と

信
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
引
用
し
た
の
は
、
該
蓄
の
第
三
章
の
中
の
一
節
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
私
は
今
後
も
ひ
き
つ
づ
い
て
、
本
誌
に
、
そ
の
他
の
章
も
英
訳
し
て
紹
介
し
た
い

9 

と
思
っ
て
い
る
。

と
述
べ
、
つ
づ
け
て
上
人
の
生
涯
を
略
述
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
上
人
の

お
名
前
と
教
説
の
一
部
が
、
海
外
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
い
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と

思
う
。
ま
た
、
博
士
は
、
「
大
法
輪
」
(
昭
和
三
十
八
年
七
月
号
)
誌
上
に
、
「
心
理
学
上
か
ら
見

た
三
昧
の
秘
密
」
と
題
す
る
文
章
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
上
人
の
こ
と
を
寸
唯

ぎ
よ
う

識
と
現
代
心
理
学
と
を
行
を
以
て
媒
介
、
新
し
い
解
明
の
道
を
開
い
た
」
人
と
し
て
紹
介
し

て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
真
実
の
自
己
」
の
中
に
み
え
る
弘
法
大
師
・
勝
行
上
人
・
輿
教
大
師

の
三
例
の
記
述
を
要
約
し
て
引
用
し
、
心
理
学
者
の
立
場
か
ら
所
見
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。



(
必
)
因
み
に
、
佐
藤
博
士
は
、
昭

和
四
十
六
年
十
月
、
病
気
の
た
め

急
逝
さ
れ
た
。
光
明
四
四
六
号
に

は
、
河
波
昌
氏
の
「
佐
藤
教
授
と

私
」
と
題
す
る
追
悼
文
が
載
っ
て

い
る
。

U
)観
照
三
五
|
三
七
号
。

川
町
)
光
生
一
二
六
号
。

(
M
W
)
全
集
中
巻
所
収
。

(
印
)
同
右
。

日
)
全
集
上
巻
所
収
。

ま
た
、
博
士
が
「
プ
シ
コ
ロ
ギ
ア
」
第
五
巻
第
一
号
に
発
表
さ
れ
た
文
章
(
英
文
)
を
安
田
博

幸
博
士
が
和
訳
さ
れ
た
も
の
が
、
「
数
学
者
と
念
仏
」
と
題
し
寸
光
明
」
三
三
九
号
(
昭
和
三
十

八
年
十
一
月
発
行
)
に
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
岡
潔
先
生
の
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
大
変
、
興
味
深
い
文
章
で
あ
る
。

潔博士

教
観
の
特
徴

第

岡

次
に
、
弁
栄
聖
者
の
み
教
え
を
う
け
つ
ぎ
、
光
明
主
義
を
説
か
れ
た
諸
師
の
中
で
、
上
人

こ
そ
は
聖
者
の
真
精
神
、
す
な
わ
ち
、
光
明
主
義
中
心
道
(
あ
る
い
は
成
仏
の
直
線
道
)
を
説
か

10 

れ
た
、
と
言
え
る
と
思
う
。
上
人
は
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
講
話
の
中
で
、
こ
の
中
心
道
を

説
い
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
端
的
に
お
述
べ
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
「
念
仏
の

{
灯
)
(
綿
}
{
品
目
}
(
切
}

三
義
」
「
見
仏
所
期
に
つ
い
て
」
「
起
行
の
用
心
」
寸
起
行
の
用
心
に
就
い
て
」
「
光
明
主
義
中

心
道
」
な
ど
が
あ
る
。

上
人
に
よ
れ
ば
、
人
生
の
目
的
は
成
仏
に
あ
る
。
成
仏
を
実
現
さ
せ
る
道
と
し
て
、
念
仏

三
昧
が
説
か
れ
る
。
念
仏
三
昧
を
実
践
す
る
上
の
心
構
え
が
起
行
の
用
心
で
あ
る
が
、
上
人

は
一
貫
し
て
見
仏
所
期
の
念
仏
を
力
説
せ
ら
れ
た
。
こ
の
点
が
、
上
人
の
み
教
え
の
光
明
主

義
中
心
道
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
上
人
の
主
張
は
、
弁
栄
聖
者
の
み
教
え
に
基
づ
い
て
お
ら



寺昭塑)Tg 
年会
四別 ・
月時
国念
涙色

光昧
明会

れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
ま
た
、
上
人
自
身
の
深
い
念
仏
三
昧
の
体
験
と
真
撃
な

宗
学
研
究
の
結
果
、
到
達
さ
れ
た
結
論
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
教
説
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
上
人
の
み
教
え
に
は
、
時
局
に
便
乗
あ
る
い
は
迎

合
せ
ら
れ
た
も
の
は
全
く
な
く
、
永
遠
の
真
理
を
説
示
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
上

人
の
み
教
え
は
、
時
代
の
苦
悩
(
信
仰
上
の
あ
ら
ゆ
る
障
害
)
を
克
服
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
、
第
三
に
釈
尊
・
弁
栄
聖
者
の
真
精
神
で
あ
る
光
明
主
義
中
心
道
を
説
か
れ
た
と
い

う
こ
と
、

の
三
点
を
指
摘
し
た
。
上
人
の
教
説
に
対
し
て
批
判
的
な
人
は
、
あ
る
い
は
そ
の

非
社
会
性
を
云
々
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
全
く
見
当
違
い
の
批
評
と
い
う

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
時
局
を
語
ら
ず
、
政
治
・
経
済
を
論
じ
な
い
と
い
う
の
も
、
宗
教

11 

家
と
し
て
の
一
箇
の
見
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
上
人
の
場
合
は
、
余
事
を
語
ら
ず
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
、
光
明
主
義
の
真
髄
を
伝
え
て
お
き
た
い
、

と
い
う
お
心
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
っ
た
、
と
察
せ
ら
れ
る
。
宗
教
家
の
本
来
の
使
命
は
、
修
行
と
学
問
に
い
そ
し
み
、

そ
の
得
た
と
こ
ろ
の
よ
ろ
こ
び
を
、
他
に
わ
か
ち
与
え
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
点
よ
り
い
え
ば
、
上
人
こ
そ
は
、
宗
教
家
の
本
分
を
全
う
さ
れ
た
お
方
で
あ
る
、

と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。


